
「ふるさと活性化研修会2009」の開催について

農林水産省 中国四国農政局

１．趣 旨
これからの農村振興は、豊かな自然環境や美しい景観、伝統文化に触れ合うことができる農村空間に対

する国民の理解と期待が高まっていることなどを踏まえ、地域の個性・多様性を重視する形に転換する必

要があります。特に農山漁村の活性化を図るためには、農林水産業の振興を基礎としつつ、人材の育成、

農山漁村の集落の再生、農林水産業を核とした経済の活性化が重要です。

平成21年度においては、様々な地域活性化のための施策が進められ、農林水産省においても 「地域の人、

材と、農林水産物や伝統文化をはじめ、地域に存在する有形無形の素材を十分活用すること 、いわゆる」

「地域力」に焦点をあてた「ふるさと地域力発掘支援モデル事業」を実施しております。

このような活性化支援施策の円滑かつ効果的な推進を図るためには、事業実施地区等のネットワーク・

連携交流を推進し、人材育成、コミュニテイビジネスの創出などを目的とした交流会の開催や情報交換を

図ることが不可欠です。

このため、本研修会では、先進的な地域の取組事例を題材に、いかにして、それぞれの地域の「地域

力」を農山漁村の活性化に結びつけるか、どう具現化していくかについて、地方自治体等の実務担当者を

対象に、幅広く総合的な研鑽を図ることとしているところです。

今回の研修会は、地域活性化へ向けて、特に 「子ども農山漁村交流プロジェクト」に焦点をあてた研修、

を行うことにより、今後の各地域の地域資源の活用や多様な主体の参画による交流等の促進に役立てるも

のであり、各地域のリーダーや担当者の方々にとって非常に有意義な研修ですので、沢山のご参加を頂き

ますようお願いいたします。

２．日 時
平成２１年１０月１５日（木）会議 １３：００～１７：３０（受付・開場１２時００分～）

～１０月１６日（金）現地調査 ８：３０～１２：００

３．場 所
広島県 北広島町 芸北地区
会 議：芸北文化センター
現地調査：苅尾山麓地区の子ども体験、八幡湿原、里山セラピー ほか

４．参加者（約200名を予定）
①登録参加：約150名（中国四国管内の「ふるさと地域力発掘支援モデル事業実施地区77地区」の代表

者：１地区あたり２名程度）
②一般参加：募集50名（全国からの申込みで、先着順とし、定員となり次第締め切ります）

※一般参加：全国からの応募・問合せはこちらで受け付けます。

中国四国農政局農村振興課：楠瀬正敏

（内戦 、 、TEL086-224-4511 2521 FAX086-227-6659）

E-mail masatoshi_kusunose chushi.maff.go.jp： ＠

５．参加費

研修代、現地調査代（バス代含む） 円4,000
．主 催６

農林水産省 中国四国農政局 （農村振興課）
NPO法人中山間地域街づくり研究所（共催）広島県北広島町、

７．交流会
： ～ ： 自由参加（参加 円 （会場：レストハウス プラッツ）18 00 20 00 3,000 ）



「 ふ る さ と 活 性 化 研 修 会 2009 」

「子ども農山漁村交流プロジェクト」～大切なことは農山漁村が教えてくれる～

主催 農林水産省 中国四国農政局

１日目 ２１年１０月１５日（木）１３時００分～１７時３０分（１２時００分～受付・開場）

○ 開会挨拶（13:00） 中国四国農政局 農村計画部長 高橋 禎一 （5分）

歓迎挨拶 北広島町長 竹下 正彦（5分）

来賓挨拶 岡山大学名誉教授 目瀬 守男 様（10分）

○ 情勢報告（13:20～13:30） 農林水産省都市農村交流課課長補佐 遠藤知庸 （10分）

○ 基調講演（13:30～14:20） 農事組合法人「おくがの村」代表 糸賀 盛人 氏（島根県津和野町）

演題： 地域の宝、子どもたちよ、たくましく （５０分）「 」

＜休憩１０分＞

○ 子ども交流事例報告と意見交換

① 先進事例地区の活動紹介（14:30～15:50 （20分×4事例 ８０分））

1）幡多広域観光協議会 事務局 土居 敬 氏

2) 瀬戸内市前島「カリヨンハウス」 所 長 馬場 静子 氏

3)北広島町子ども農山漁村プロジェクト協議会 事務局 杉原 幸成 氏

4）広島県立加計高等学校芸北分校 分校長 小田 均 氏

■加計高校芸北分校神楽部（高校生）による神楽の舞（30分 （15:50～16:20））

＜休憩１０分＞

② 意見交換会「子ども交流プロジェクトにどう取り組むか （16:30～17:30 （６０分）。」 ）

司会：中国四国農政局 農村振興課長 三善 浩二

アドバイザー（７名 ：目瀬守男氏、糸賀盛人氏、事例報告者４名）

農林水産省 遠藤知庸課長補佐

○会場からの質問、意見交換

※会場からの質問、意見等自由な発言により、アドバイザ－との意見交換を進める。

○ 閉会（17:30）

○ 交流会（18:00～20:00）自由参加

○ 宿泊：周辺の農家民宿に分宿

２日目 ２１年１０月１６日（金）８時３０分～１２時００分

現地調査（２班に分けて実施予定、貸切バスで移動）

○第１班

集合場所発（8:30）

子ども交流体験現地（9:00～10:30）

八幡湿原、里山セラピー（10:30～11:30）

○第２班は上記行程の前後逆の行程とする。

１２：００に現地解散



注１）交通事情ですが、中国自動車道千代田 戸川内 までは、公共交通（バス）がありますが、IC IC
研修会が開催される芸北地域舞乗までは、公共交通手段（バス、レンタカー）が殆どありませ

ん。したがって、各自芸北文化ホールまで自動車でおいでてください。

なお、現地調査に伴う移動はバスを用意しております。

注２）当地区は食事処が少ない為、 月 日の昼食は各自、道中で済ませておいで下さい。10 15
注３） 月 日（金）研修会終了後に昼食（弁当）が必要な方は、申し出てください。10 16



 

 

「ふるさと活性化研修会」参加申し込み書 
平成２１年   月    日 

宛先：中国四国農政局農村計画部農村振興課  楠 瀬 正 敏  宛て 

FAX：０８６－２２７－６６５９  

 
 
申込者氏名：                   連絡先（電話）              （FAX）                    
 
 

「ふるさと活性化研修会」に参加したいので、下記のとおり申し込みます。 
 
地域協議会名等：                              
 

氏  名 所  属 
参 加 日 10月16日

昼食(弁当) 
交流会

参加 

交 通 手 段 予約された

（予定）宿泊

施設 
10月15日 10月16日 JR 自動車 バス その他 

           

           

           

注１） 参加日の該当欄に○印を記入してください。 
注２） 交通手段については、交通手段の該当欄に○印を記入してください。その他の場合は、具体的にご記入下さい。（※芸北地域会場までの交通手段(ﾊﾞｽ、ﾚﾝﾀｶ  ー

等）が殆どありませんのご注意ください。） 
注３）2日目10月16日（金）の昼食弁当を注文される方は、別途８００円で承りますので、上記該当欄に○印を記入してください。 
注４）交流会に参加される方は、該当欄に○印を記入して下さい。 



受入人数
料金(1泊朝

食付)
電話

研修会場、文化ホ－
ルからの距離(Km)

民宿 民宿  浮　津 5 5,000 0826-37-0027 17

民宿 民宿  くらたや 10 5,000 0826-37-0445 15

民宿 民宿  高　橋 10 5,000 0826-37-0014 16

民宿 民宿  ぶなの里 8 5,000 0826-37-0030 16

民宿 民宿  あるぺん屋 10 5,000 0826-37-0226 16

民宿 民宿　へいま 8 5,000 0826-35-0655 6

ﾍﾟﾝｼｮﾝ ﾍﾟﾝｼｮﾝ そよ風 10 5,000 0826-35-1081 6

ﾍﾟﾝｼｮﾝ ｶﾝﾄﾘｰｲﾝふーすけ 12 5,250 0826-36-3300 6

民宿 民宿  谷　広 10 5,000 0826-35-0039 6

民宿 民宿　室　屋 4 5,000 0826-35-0632 6

民宿 民宿　吉　川 8 5,000 0826-35-0046 6

民宿 民宿　岡田屋 10 5,000 0826-35-0767 6

民宿 民宿　おかだ 10 5,000 0826-35-0061 6

民宿 民宿　岡　杖 15 5,000 0826-35-0833 6

民宿 民宿　タニモト 15 5,000 0826-35-1180 6

民宿 民宿　とくなが 10 5,000 0826-35-0706 5

民宿 民宿　原 10 5,000 0826-35-0265 5

民宿 民宿　ま　き 6 5,000 0826-35-0019 6

民宿 やまぶき 9 5,000 0826-35-0789 3

民宿 民宿　上岡 15 5,000 0826-35-0297 2

民宿 民宿　村田 15 5,000 0826-35-0901 1

民宿 農家の宿 静 10 4,500 0826-38-0377 8

参考HP http://www.geihoku.org/

才乙地区

中野地区

美和地区

当地区民宿はこども農山漁村交流体験宿泊を実施している地域で個室はほとんどなく基本は相部屋
です。またアメニティグッズ、寝間着も各自ご用意下さい。以上ご了承いただきふるさと活性研修
会参加の旨伝えご予約ください。その他、夕食の必要な方は各自民宿へ問合せ下さい。

その他　問合せ先

ふるさと活性研修会 宿泊施設一覧　　（平成21年10月15日（木）の宿泊）

北広島町観光協会芸北支部
芸北旅館民宿振興協議会

広島県山県郡北広島町川小田75-19　TEL 0826-35-0887

宿泊施設名

八幡高原地区

雄鹿原地区


	Taro-Ｈ２１活性化研修会（最終案
	研修申し込み用紙
	宿泊施設一覧

